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　令和8年（2026）は、役者絵や美人画などで人気を博した浮
うき

世
よ

絵
え

師
し

・歌
うた

川
がわ

国
くに

貞
さだ

（三代歌川豊
とよくに

国）（1786～

1864）の生誕240年目にあたります。本
ほん

所
じょ

五
いつ

ツ
つ

目
め

の渡し場付近に住み、渡
と

船
せん

の株を持っていたことから

「五
ご

渡
と

亭
てい

」と号したほか、香蝶楼・一陽斎などの号もあり、その作品数は当時の浮世絵師の中でも最大級と

いえます。後に亀戸天神社の門前に住み、現在、光
こう

明
みょう

寺
じ

（亀戸3－42－1）には江東区登録史跡「歌川豊国

（国貞）墓」があります。掲載した浮世絵は、江戸時代から藤の名所として知られた亀戸天神社にちなみ、亀

戸と藤を画題として描かれたものと考えられます。

歴史歴史とと文化文化をを考考えようえよう
江東区文化財保護強調月間２０２６

江東区の文化財を知り、身近に感じていただくために、10月から11月にかけて
さまざまな事業を開催します（詳細は2・3頁）。

香蝶楼（一陽斎）豊国「亀戸藤乃景」（国立国会図書館デジタルコレクション）
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民
俗
芸
能
大
会

民
俗
芸
能
大
会

文
化
財
講
演
会

文
化
財
講
演
会

1010
月月
1818
日（
日
）

日（
日
）

会
場
　
都
立
木
場
公
園

会
場
　
都
立
木
場
公
園

【
午
前
11
時
～
12
時
30
分
】

場
所　

入
口
広
場
（
イ
ベ
ン
ト
池
）

木き

ば場
の
角か

く
の
り乗�

東
京
木
場
角
乗
保
存
会

江
戸
時
代
、
木
場
の
川か

わ
な
み並

は
タ
メ
竿ざ

お

一
つ

で
材
木
を
筏い

か
だ

に
組
ん
で
い
ま
し
た
。
角
乗
は
、

そ
の
仕
事
の
余よ

ぎ技
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

【
午
後
１
時
30
分
～
4
時
】

場
所 

イ
ベ
ン
ト
広
場
（
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
）

木
場
の
木き

や
り遣�

木
場
木
遣
保
存
会

木
場
の
川
並
衆
が
材
木
を
繰あ

や
つ

る
時
、
お
互

い
の
息
を
合
わ
せ
る
た
め
、
歌
わ
れ
た
労ろ

う
ど
う働

歌か

で
す
。

木
場
の
木
遣
念ね

ん
ぶ
つ仏　

　
　

木
場
木
遣
保
存
会

木
場
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
、
大お

お
じ
ゅ
ず

数
珠
を

手た

ぐ繰
り
な
が
ら
念ね

ん
ぶ
つ仏
を
唱と

な

え
る
大
変
珍
し
い

も
の
で
す
。

砂す
な
む
ら村

囃ば
や
し子�

砂
村
囃
子
睦む

つ
み

会か
い

江
戸
時
代
中
期
に
金か

な
ま
ち町

の
香か

と
り
し
ゃ

取
社
（
現
葛

飾
区
葛か

さ
い西
神
社
）
の
神
官
が
農
民
に
教
え
た

祭ま
つ
り
ば
や
し

囃
子
の
流
れ
を
汲く

む
お
囃
子
で
す
。

富と
み
お
か
は
ち
ま
ん

岡
八
幡
の
手て

こ古
舞ま

い

�

富
岡
八
幡
の
手
古
舞
保
存
会

富
岡
八
幡
宮
の
祭
礼
で
神み

こ
し輿
の
先
頭
に
立

ち
、
木
遣
を
歌
い
な
が
ら
、
男お

と
こ
ま
げ髷

に
裁た

っ
つ
け
ば
か
ま

着
袴

と
い
う
粋い

き

な
い
で
た
ち
で
練ね

り
歩
き
ま
す
。

昔
は
、
辰た

つ
み巳

芸げ
い
し
ゃ者

が
行
い
ま
し
た
。

深ふ
か
が
わ川

の
力

ち
か
ら
も
ち持�

深
川
力
持
睦
会

江
戸
時
代
か
ら
倉
庫
地
帯
で
あ
っ
た
佐さ

が賀

辺
り
で
、
米こ

め
だ
わ
ら俵
や
酒さ

か
だ
る樽
な
ど
の
運う

ん
ぱ
ん搬
を
す
る

人
々
の
余
技
と
し
て
芸げ

い
の
う
か

能
化
し
ま
し
た
。

「
将
軍
の
鷹た

か

狩が
り

と
江
東
区
域
の
村
々
」

江
戸
時
代
、
江
東
区
域
の
村
々
は
徳
川
将

軍
家
の
鷹
狩
の
場
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
区
域
の
村
々
が
登
場
す
る
古
文
書

（
歴
史
資
料
・
和
紙
に
記
さ
れ
た
明
治
以
前

の
文
書
）
を
用
い
て
、
将
軍
の
鷹
狩
と
人
々

の
暮
ら
し
と
の
関
係
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま

す
。

日
時　

�

11
月
25
日
（
水
）　　
　
　
　
　
　

午
後
６
時
30
分
～
８
時

場
所　

�

教
育
セ
ン
タ
ー
１
階
大
研
修
室　

（
東
陽
２
︱
３
︱
６
）

定
員　

50
人
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

費
用　

無
料

講
師　

�

根
崎
光
男
氏
（
江
東
区
文
化
財
保
護

審
議
会
委
員
、
法
政
大
学
名
誉
教
授
）

応
募
期
間　

10
月
19
日
（
月
）
必
着

申
込
方
法　

区
Ｈ
Ｐ
申
込
（
１
申
込
に
つ
き

2
名
ま
で
）。
ま
た
は
往
復
は
が
き
（
１
枚

に
つ
き
2
名
ま
で
）
の
往
信
面
裏
に
①
「
文

化
財
講
演
会
」
②
住
所
③
氏
名
・
ふ
り
が
な

④
電
話
番
号
を
記
入
、
返
信
面
表
に
応
募
者

の
⑤
郵
便
番
号
⑥
住
所
⑦
氏
名
を
記
入
し
、

〒
１
３
５
―
８
３
８
３　

江
東
区
役
所　

文
化
観
光
課
文
化
財
係
へ
。

※
消
せ
る
ボ
ー
ル
ペ
ン
で
は
記
入
し
な
い
で

　

く
だ
さ
い
。

期
間　

10
月
１
日
（
木
）
～
11
月
30
日
（
月
）

今
年
度
も
東
京
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク
の
関
連

事
業
と
し
て
、
東
京
９
区
文
化
財
古
民
家
め

ぐ
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

文
化
財
古
民
家
を
所
有
す
る
都
内
の
９
区

（
足
立
・
板
橋
・
江
戸
川
・
北
・
杉
並
・
世

田
谷
・
練
馬
・
目
黒
・
江
東
）
で
は
、
連
携

し
て
企
画
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
毎
年
共
通

の
テ
ー
マ
に
も
と
づ
く
解
説
パ
ネ
ル
を
各
古

民
家
に
設
置
し
ま
す
。

江
東
区
で
は
、
江
戸
時
代
後
期
の
民
家
建

築
で
あ
る
旧
大
石
家
住
宅
を
、
仙
台
堀
川
公

園
内
（
南
砂
５
︱
24
地
先
）
に
移
築
し
、
公

開
し
て
い
ま
す
。
他
区
の
古
民
家
の
情
報
に

つ
き
ま
し
て
は
東
京
都
教
育
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
「
東
京
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク
２
０
２
６
」

企
画
事
業
欄
を
ご
参

照
く
だ
さ
い
。

こ
の
機
会
に
、
各
区

の
古
民
家
を
め
ぐ
っ

て
、
各
住
宅
の
特
徴
を

見
比
べ
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

旧
大
石
家
住
宅
の
開
館
日
・
時
間

開
館
日　

土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日

開
館
時
間　

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時

木場の角乗（右下）
木場の木遣（右上）
砂村囃子（中上）
富岡八幡の手古舞（左上）
深川の力持（左下）

旧大石家住宅

東
京
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク

東
京
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク  

2
0
2
6

2
0
2
6

無
形
民
俗
文
化
財
公
開
事
業

無
形
民
俗
文
化
財
公
開
事
業		

「
東
京
９
区
文
化
財

「
東
京
９
区
文
化
財

古
民
家
め
ぐ
り
」

古
民
家
め
ぐ
り
」
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亀
甲
麻
の
葉

角
枡
つ
な
ぎ

木場IC

東西線

都営新宿線

半蔵門線
清
澄
白
河
駅

森下駅 菊川駅

木場駅

門前仲町駅

木場IC

新大橋新大橋 新大橋通り

隅
田
川

小名木川

隅
田
川

小名木川 高
橋
高
橋

森下文化センター

永代通り

木場IC

葛西橋通り

芭
蕉
記
念
館
・
分
館

清澄庭園
深川図書館

清澄庭園
深川図書館

海
辺
橋
海
辺
橋

清
澄
通
り

仙台堀川

清洲橋清洲橋
清澄
白河駅前
清澄
白河駅前

清澄
庭園前
清澄
庭園前

首都高速道路首都高速道路

清洲橋通り

森下文化センター

清洲橋通り

三
ツ
目
通
り

木
場
公
園採荼庵跡

深川江戸資料館

都
営
大
江
戸
線

木
場
公
園

実演・体験時間

〈午前の部〉午前10時～12時30分
〈午後の部〉午後１時30分～４時

体験（有料）ができる技術もあります。（実演公開日
程表のうち＊印）。申し込みは会場で直接職人さんに
申し出てください（材料が無くなり次第終了します）。

伝統工芸品即売（会期中）

会場内で、江東区伝統工芸保存会による工芸品の即売
が行われます。またとない機会ですので、是非どうぞ。

会場・深川江戸資料館への交通

●東京メトロ半蔵門線「清澄白河」下車徒歩３分
●都営大江戸線「清澄白河」下車徒歩３分
●都バス門３３「清澄庭園前」下車徒歩３分
●都バス秋２６「清澄白河駅前」下車徒歩４分

実演公開日程表
日程 技術 保持者

10/30
（金）

午前 建具 友國三郎
＊ 茶の湯指物 山田一彦

刀剣研磨 臼木良彦
江戸切子 小林淑郎

午後 建具 友國三郎
襖榾・襖椽 鈴木延坦
相撲呼出し裁着袴製作 山口由紀
江戸切子 小林淑郎

10/31
（土）

午前 建具 友國三郎
＊ 表具 岩崎　晃

紋章上絵 亀山晴男
＊ 無地染 近藤良治

午後 ＊ 建具 友國三郎
＊ 表具 岩崎　晃

帯製作 杉浦正雄
＊ 無地染 近藤良治

11/1
（日）

午前 建具 友國三郎
相撲呼出し裁着袴製作 山口由紀

＊ 木彫刻 渡邉美憲
＊ 表具 岩崎　晃

午後 ＊ 建具 友國三郎
＊ 茶の湯指物 山田一彦

刀剣研磨 臼木良彦
＊ 表具 岩崎　晃

11/2
（月）

午前 建具 友國三郎
相撲呼出し裁着袴製作 山口由紀
帯製作 杉浦正雄

＊ 無地染 近藤良治
午後 建具 友國三郎

襖榾・襖椽 鈴木延坦
＊ 木彫刻 渡邉美憲
＊ 無地染 近藤良治

11/3
（火・祝）

午前 建具 友國三郎
襖榾・襖椽 鈴木延坦
刀剣研磨 臼木良彦

＊ 木彫刻 渡邉美憲
午後 ＊ 建具 友國三郎

相撲呼出し裁着袴製作 山口由紀
刀剣研磨 臼木良彦

＊ 木彫刻 渡邉美憲
※都合により変更する場合もありますのでご了承ください。
※＊印は体験を行います（有料）。
　・表　具「裏打ち体験」1,000 円から（サイズに応じ）
　・無地染「手ぬぐい絞り板締め」3,000 円
　・建　具「組子コースター（角枡つなぎ）」1,500 円
    	  「同（亀甲麻の葉）」2,000 円
　・指　物「箸」2,000 円／「小箱」2,500 円
　・木彫刻「亀の根付」2,000 円／「茄子形」3,000 円

10
月
30
日
（
金
）
～
11
月
３
日
（
火
・
祝
）

　
　
　
　
　
　
　

    

午
前
10
時
～
午
後
４
時

会
場　

�

深
川
江
戸
資
料
館 

地
下
１
階
レ
ク
ホ
ー
ル

　
　
　
（
江
東
区
白
河
１
︱
３
︱
28
）

45
回
目
と
な
る
本
展
で
は
、
伝
統
工
芸
の

技
を
受
け
継
ぐ
区
無
形
文
化
財
保
持
者
に
よ

る
実
演
・
体
験
を
行
い
ま
す
（
日
程
表
参
照
）。

ま
た
、
今
回
は
建た

て
ぐ具

の
特
集
展
示
を
行
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

無
形
文
化
財
公
開
事
業

無
形
文
化
財
公
開
事
業

江
東
区
伝
統
工
芸
展

江
東
区
伝
統
工
芸
展
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川
と
共
に
生
き
る
江
東
区

　

現
在
江
東
区
は
荒
川
、
隅
田
川
に
挟
ま
れ
、

区
内
に
は
11
の
内
部
河
川
が
流
れ
て
い
ま
す
。

台
風
や
豪
雨
な
ど
長
年
水
害
に
悩
ま
さ
れ
て

き
た
一
方
で
、
物
資
輸
送
な
ど
で
川
を
利
用

す
る
な
ど
川
と
共
に
生
き
て
き
ま
し
た
。
小

名
木
川
、
横
十
間
川
な
ど
の
内
部
河
川
の
多

く
は
江
戸
時
代
に
作
ら
れ
た
運
河
（
人
工
の

河
川
）
で
す
。
現
在
の
よ
う
に
飛
行
機
、
鉄

道
、
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
交
通
手
段
が
な
か
っ

た
時
代
で
は
、
船
を
使
っ
て
物
を
運
ぶ
水
運

が
主
要
な
輸
送
手
段
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま

し
た
。
江
戸
時
代
、
江
戸
の
町
が

水
の
都
と
い
わ
れ
た
の
も
、
船
で

町
の
隅
々
ま
で
物
資
が
運
べ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
た
た
め
で
し
た
。

江
戸
時
代
の
川
の
関
所

　

江
戸
時
代
、
治
安
維
持
の
た
め

人
々
の
自
由
な
往
来
は
制
限
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
怪
し
い
人

物
、
危
険
な
物
資
が
持
ち
こ
ま
れ

て
い
な
い
か
確
認
を
行
う
、
現
在

の
税
関
や
保
安
検
査
の
よ
う
な

役
割
を
担
う
関
所
が
お
か
れ
て

い
ま
し
た
。
関
所
は
古
代
か
ら
存

在
し
て
い
ま
し
た
が
、
江
戸
時
代

に
な
っ
て
峠
や
河
川
の
渡
し
場
な

ど
人
・
物
資
が
集
ま
る
交
通
の
要
衝
各
地
に

設
け
ら
れ
ま
し
た
。
陸
の
関
所
と
し
て
は

箱は
こ
ね根

関
所
（
現
神
奈
川
県
箱
根
町
）
が
有

名
で
す
。
江
戸
時
代
の
半
ば
ご
ろ
（
延え

ん
き
ょ
う享

２

年
〈
１
７
４
５
〉）
時
点
で
53
か
所
の
関
所

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
が
、
江
戸
の
防

衛
拠
点
で
も
あ
っ
た
中
川
番
所
（
中
川
関
所

と
も
い
う
）
で
し
た
。

　

中
川
番
所
は
小
名
木
川
を
往
来
す
る
人
・

物
資
を
監
視
す
る
施
設
と
し
て
寛か

ん
ぶ
ん文

元
年

（
１
６
６
１
）
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ

以
前
は
小
名
木
川
と
隅
田
川
が
交
差
す
る
地

点
（
万
年
橋
の
北
岸
）
に
深
川
番
所
が
置
か

れ
て
い
ま
し
た
。
明め

い
れ
き暦

の
大
火
（
明
暦
３
年

〈
１
６
５
７
〉）
を
契
機
に
江
戸
市
中
が
隅
田

川
以
東
（
本
所
・
深
川
地
域
）
に
拡
張
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
現
在
の
小
名
木
川
と
中
川
が

交
差
す
る
地
点
へ
移
転
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
川
番
所
で
は
江
戸
市
中
へ
運
ば
れ
る
酒

・
米
・
野
菜
と
い
っ
た
食
料
品
の
改
め
を
行

っ
た
ほ
か
、
鉄
砲
な
ど
の
武
器
・
武
具
に
つ

い
て
は
厳
重
な
通
関
手
続
き
を
し
な
い
と
通

さ
な
い
な
ど
、
江
戸
の
水み

ず
ぎ
わ際

対
策
を
担
っ
て

い
ま
し
た
。
中
川
番
所
は
明
治
２
年
（
１
８

６
９
）、
全
国
の
関
所
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で

の
お
よ
そ
２
０
０
年
間
同
地
に
設
置
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

中
川
番
所
を
再
現
し
た
資
料
館

　

平
成
15
年
（
２
０
０
３
）
に
開
館
し
た
中

川
船
番
所
資
料
館
で
は
、
中
川
番
所
の
歴
史

を
紹
介
す
る
ほ
か
、
当
時
の
雰
囲
気
を
味
わ

え
る
よ
う
、
江
戸
時
代
当
時
の
絵
図
や
発
掘

調
査
の
成
果
を
も
と
に
実
物
大
で
建
物
の
一

部
を
再
現
し
て
い
ま
す
。
天
井
に
屋や

形か
た

船ぶ
ね

の

意い

匠し
ょ
うを

模
し
た
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
乗
っ
て
３

階
に
上
が
れ
ば
、
中
川
番
所
の
光
景
が
視
界

一
杯
に
広
が
り
ま
す
。
建
物
だ
け
で
な
く
展

示
室
の
壁
面
や
床
を
使
っ
て
番
所
が
建
っ
て

い
た
景
色
を
再
現
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
見
ど

こ
ろ
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
音

響
や
照
明
を
用
い
て
中
川
番
所
が
建
っ
て
い

た
川
沿
い
の
風
景
を
意
識
し
た
情
景
演
出
を

行
っ
て
い
る
ほ
か
、
再
現
ジ
オ
ラ
マ
内
に
あ

る
人
物
の
切
出
し
パ
ネ
ル
に
近
付
く
と
、
番

所
を
通
過
す
る
際
の
役
人
と
船
頭
の
や
り
と

り
を
再
現
し
た
音
声
な
ど
を
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

こ
の
他
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
の
小

名
木
川
を
中
心
と
し
た
水
運
を
紹
介
し
て
い

る
ほ
か
、
２
階
で
は
江
東
区
の
歴
史
を
学
べ

る
展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
企
画
展

と
し
て
年
５
回
季
節
に
合
わ
せ
た
釣
具
の
展

示
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
災
害
や
水
運
な
ど
、

江
東
区
の
歴
史
に
関
わ
る
様
々
な
テ
ー
マ
で

特
別
展
・
企
画
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

四
季
折
々
の
川
辺
の
風
景
を
楽
し
み
な
が

ら
江
戸
の
水
運
を
学
べ
る
中
川
船
番
所
資
料

館
へ
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
施
設
利
用
案
内
】

所
在
地
：
大
島
9
―
1
―
15

問
い
合
わ
せ
：
０
３
（
3
6
3
6
）
９
０
９
１

（
中
川
船
番
所
資
料
館　

佐
藤
由
梨
）

江
戸
防
衛
の
要
　
中
川
番
所
と

江
戸
防
衛
の
要
　
中
川
番
所
と

水
運
の
歴
史
を
学
ぶ

水
運
の
歴
史
を
学
ぶ

中
川
船
番
所
資
料
館

中
川
船
番
所
資
料
館

『江戸名所図会』などを参考に再現。
番小屋（手前）と通関する酒を積んだ船

2階では区民をはじめとした方々から寄贈いた
だいた資料で昭和30年代頃の暮らしを再現
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は
じ
め
に
：
四
季
情
景
の
再
現
に
つ
い
て

　

深
川
江
戸
資
料
館
で
は
、
江
戸
庶
民
の
日

常
を
再
現
展
示
す
る
一
環
と
し
て
、
季
節
に

応
じ
た
日
用
品
を
配
置
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
簾す

だ
れ

を
掛
け
、
障
子
を
風
通
し
の
良
い

葦よ
し

戸ど

に
替
え
る
こ
と
で
夏
の
暮
ら
し
を
表
現

し
、
炬こ

た
つ燵

や
火
鉢
を
設
置
し
、
江
戸
時
代
の

冬
の
暮
ら
し
の
一
端
を
再
現
し
て
い
ま
す
。

　

冷
暖
房
の
普
及
や
生
活
様
式
の
変
化
に
よ

り
、
簾
や
火
鉢
を
日
常
で
目
に
す
る
機
会
は

少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
こ
う
し
た
江
戸
庶

民
の
暮
ら
し
や
生
活
文
化
を
後
世
へ
伝
え
て

い
く
こ
と
も
、
当
館
の
役
割
の
一
つ
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
再
現
展
示
の
家
具
と
し
て
通
年

配
置
し
て
い
る
火
鉢
の
一
種
、「
長
火
鉢
」

を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

火
鉢
に
つ
い
て

　

火
鉢
は
、
そ
の
系
譜
を
奈
良
時
代
ま
で
さ

か
の
ぼ
る
と
さ
れ
、
近
世
以
降
に
広
く
普
及

し
、
近
現
代
に
至
る
ま
で
日
本
人
の
暮
ら
し

に
身
近
な
暖
房
器
具
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
室
内
全
体
を
暖
め
る
ほ
ど
の
暖
房

能
力
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
手
を
か
ざ
し
て
暖

を
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
薪
を
燃
や
す
囲い

ろ

り
炉
裏
と
は
異
な
り
、

燃
料
に
炭
火
を
用
い
る
た
め
、
煙
が
出
に
く

い
こ
と
も
特
徴
で
す
。
使
用
時
期
は
寒
暖
に

応
じ
て
、
９
月
中
旬
頃
か
ら
３
月
末
頃
ま
で

と
さ
れ
ま
し
た
。

長
火
鉢
の
形
状
と
機
能

　

火
鉢
に
は
角
形
や
丸
形
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

種
類
が
あ
り
ま
す
。
当
館
で
展
示
し
て
い
る

長
火
鉢
は
、「
江
戸
長
火
鉢
（
関
東
長
火
鉢
）」

と
呼
ば
れ
る
、
引
き
出
し
付
き
の
袖そ

で
づ
く
え机
と
一

体
化
し
た
長
方
形
の
火
鉢
で
す
。

　

内
部
に
は
銅ど

う

壺こ

や
五ご

と
く徳

が
据
え
ら
れ
、
五

徳
の
上
に
鉄て

つ
び
ん瓶

を
掛
け
て
湯
を
沸わ

か
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
海の

苔り

を
炙あ

ぶ

っ
た
り
、

茶
葉
を
炒い

っ
た
り
す
る
な
ど
、
簡
単
な
加
熱

調
理
も
可
能
で
し
た
。
さ
ら
に
、
前
面
の
引

き
出
し
に
は
楊よ

う
じ枝

や
煙た

ば
こ草

、
海
苔
な
ど
の
日

用
品
が
収
納
で
き
ま
し
た
。

　

長
火
鉢
の
外
装
に
は
、
耐
火
性
に
優
れ
、

加
熱
に
よ
る
収
縮
や
変
形
が
生
じ
に
く
い
ケ

ヤ
キ
や
黒
柿
、
紫し

た
ん檀

な
ど
の
広
葉
樹
材
が
用

い
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
炭
を
収
め
る
炉

部
に
は
銅
板
を
張
り
、
耐
熱
性
と
耐
久
性
を

備
え
た
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
端

に
「
猫ね

こ

板い
た

」
と
呼
ば
れ
る
横
板
を
渡
し
、
簡

易
的
な
卓
と
し
て
利
用
す
る
例
も
多
く
見
ら

れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
長
火
鉢
は
単
な
る
暖
房
器

具
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
湯
沸
か
し
や
収
納

な
ど
、
複
数
の
機
能
を
備
え
た
家
具
で
あ
り
、

江
戸
庶
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
生
活
用
具
と

い
え
る
存
在
で
し
た
。

長
火
鉢
の
炭
の
扱
い
方

　

長
火
鉢
を
使
用
す
る
際
、
炭
火
を
絶
や
さ

な
い
よ
う
、
炭
の
継
ぎ
足
し
や
灰
の
手
入
れ

が
日
常
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

明
治
・
大
正
期
の
家
事
作
法
を
紹
介
し
た

書
籍
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
長
火
鉢
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
毎
朝
き
れ

い
に
掃
除
し
、
火
つ
ぼ
（
炭
火
を
起
こ
す
た

め
に
灰
を
く
ぼ
ま
せ
た
部
分
）
を
よ
く
掘
っ

て
、
次
に
切
り
炭
を
そ
の
大
き
さ
に
従
い
二

つ
な
り
三
つ
な
り
よ
く
い
け
て
、
そ
の
上
に

火
種
を
乗
せ
、
ま
ず
周
り
に
ざ
っ
と
灰
を
寄

せ
て
お
き
、
半
分
ご
ろ
（
火
が
）
お
こ
っ
た

と
こ
ろ
で
更
に
よ
く
い
け
て
、
む
や
み
に
掻か

き
立
て
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
」（
羽
仁
も

と
子
『
女
中
訓
』）。

　

近
代
の
一
例
で
あ
り
、
江
戸
時
代
の
実
態

と
必
ず
し
も
一
致
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
当
時
の
火
鉢
の
扱
い
を
知
る
う
え
で

の
参
考
と
な
り
ま
す
。

お
わ
り
に

　

長
火
鉢
を
は
じ
め
、
展
示
室
の
長
屋
や
商

店
に
配
置
し
て
い
る
日
用
品
は
、
そ
の
用
途

を
知
る
こ
と
で
、
当
時
の
暮
ら
し
で
ど
の
よ

う
に
使
わ
れ
、
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た

の
か
を
よ
り
深
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
う
し
た
一
つ
ひ
と
つ
の
道
具
へ
の
関

心
が
、
江
戸
庶
民
の
生
活
を
よ
り
具
体
的
に

想
像
す
る
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。

　

当
館
は
本
年
で
開
館
40
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
、
展
示
や
イ
ベ
ン
ト
を
通

じ
て
、
江
戸
庶
民
の
生
活
文
化
や
風
習
の
魅

力
を
次
世
代
へ
継
承
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
施
設
利
用
案
内
】

所
在
地
：
白
河
１
―
３
―
28　

問
い
合
わ
せ
：
０
３
（
３
６
３
０
）
８
６
２
５

（
深
川
江
戸
資
料
館　

伊
藤
友
香
子
）

※
主
な
参
考
文
献

　

深
川
江
戸
資
料
館
和
文
解
説
書

　

浅
見
雅
子
「
住
宅
調
度
の
研
究
（
第
三
報
）」

長屋「大吉」の長火鉢
五徳の上に鉄瓶を掛けてあり、
前面に引き出しがあります。

長火鉢に頬杖をついている女性
一勇斎国芳「つじうらをきく」

（国立国会図書館デジタルコレクション）

長屋「松次郎」の
手あぶり火鉢
今戸焼の鉢に

炭と灰が入っています。

深
川
江
戸
資
料
館
に
み
る
江
戸
の
日
用
品
③

深
川
江
戸
資
料
館
に
み
る
江
戸
の
日
用
品
③

江
戸
時
代

江
戸
時
代
のの
家
具
家
具･･

長長な
が
な
が

火火ひひ

鉢鉢ば
ち
ば
ち
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八
田
木
枯
（
大
正
14
〈
１
９
２
５
〉
～
平

成
24
〈
２
０
１
２
〉）
は
三
重
県
津
市
出
身

で
、
実
家
は
材
木
商
を
営
ん
で
い
ま
し
た
。

戦
後
、
20
歳
頃
か
ら
商
用
で
上
京
し
、
材
木

置
場
が
あ
っ
た
木
場
を
訪
れ
て
い
ま
す
。
の

ち
に
新
宿
区
四
谷
に
転
居
し
て
か
ら
は
木
場

の
材
木
商
社
長は

せ
が
わ

谷
川
萬ま

ん
じ治

商
店
（
ハ
セ
マ
ン
）

で
70
代
ま
で
働
き
な
が
ら
、
亡
く
な
る
直
前

ま
で
作
句
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

俳
人
と
し
て
の
八
田
木
枯

　

木
枯
の
俳
句
に
つ
い
て
藺い

草ぐ
さ

慶け
い

子こ

氏
（
俳

人
）
は
「
木
枯
は
生
涯
で
三
度
、
作
風
を
変

え
た
。
十
代
の
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
時
代
は
花

鳥
諷
詠
の
写
生
句
だ
っ
た
。
や
が
て
伝
統
俳

句
に
な
い
新
し
い
表
現
に
惹
か
れ
、
二
十
代

で
山
口
誓せ

い

子し

に
師
事
。
新
興
俳
句
の
中
心
だ

っ
た
「
天て

ん
ろ
う狼
」
を
代
表
す
る
作
家
と
し
て
活

躍
し
た
。
そ
の
頃
の
句
に
〈
汗
の
馬
な
ほ
汗

を
か
く
し
づ
か
な
り
〉
な
ど
。
し
か
し
家
業

の
た
め
、
三
十
代
で
俳
壇
か
ら
遠
ざ
か
る
。

そ
し
て
五
十
代
で
同
人
誌
「
晩ば

ん
こ
う紅
」
を
創
刊
、

俳
壇
に
復
帰
す
る
と
〈
晩
年
や
闇
切
り
ひ
ら

く
紅
き
凧
〉
な
ど
、「
天
狼
」
時
代
と
も
全
く

違
う
独
自
の
句
境
を
拓
い
た
。
木
枯
の
美
意

識
が
選
び
取
っ
た
言
葉
に
よ
る
虚
実
皮
膜
で

玄
妙
な
世
界
は
、
木
枯
ワ
―
ル
ド
と
も
呼
ば

れ
る
も
の
で
、
妖
し
く
懐
か
し
く
読
む
者
を

異
世
界
に
誘
い
込
む
。
名
人
は
危
う
き
に
遊

ぶ
と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
そ
ん
な
作
家
だ
っ

た
。」（
一
部
省
略
）
と
評
し
て
い
ま
す
。

木
枯
の
作
品

　

独
自
の
句
境
を
開
い
た
と
い
う
晩
年
の
木

枯
の
一
句
「
人
戀こ

ひ
の
か
た
ち
に
鶴
は
凍
り

け
り
」（
写
真
１
）
を
藺
草
氏
は
、「
季
語
は

凍い
て

鶴づ
る

。
鶴
が
厳
寒
の
中
、
長
い
首
を
翼
の
間

に
は
さ
み
、
凍
り
つ
い
た
よ
う
に
片
足
で
立

ち
つ
く
す
姿
を
表
す
。
作
者
は
そ
れ
を
「
人

戀
の
か
た
ち
」
と
見
た
。
人
を
恋
う
思
い
を
、

凍
鶴
と
し
て
形
象
化
す
る
と
こ
ろ
に
木
枯
の

美
意
識
を
み
る
。「
凍
」
と
い
う
一
字
に
よ
っ

て
、
時
が
と
ま
っ
た
か
の
よ
う
に
動
か
な
い

鶴
の
姿
が
美
し
く
悲
し
く
描
か
れ
、
恋
心
の

永
遠
性
を
も
思
わ
せ
る
。
木
枯
句
の
も
つ
言

葉
の
力
で
あ
る
。
鶴
は
、
雁
、
鏡
、
母
な
ど

と
共
に
木
枯
作
品
に
よ
く
登
場
す
る
木
枯
好

み
の
モ
チ
ー
フ
。」
と
解
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
「
生
き
て
ゐ
る
う
ち
は
老
人
雁
わ

た
し
」（
写
真
２
）
は
、「
老
人
と
な
っ
て
か

ら
は
死
ぬ
ま
で
老
人
の
ま
ま
で
あ
る
。
確
か

に
そ
の
通
り
な
の
だ
が
、
こ
ん
な
こ
と
を
今

ま
で
詠
ん
だ
俳
句
は
な
い
。
実
に
あ
っ
け
ら

か
ん
と
、
物
悲
し
く
も
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
言
い

回
し
で
あ
る
。
秋
に
な
っ
て
雁
が
渡
っ
て
来

る
頃
に
吹
く
北
風
を
雁
渡
し
と
い
う
が
、
そ

の
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
作
者
は
、
渡
る
雁
を

思
い
、
自
ら
の
老
い
を
肯う

べ
な

う
の
だ
。
掲
句
を

収
録
す
る
『
夜
さ
り
』
に
は
、
七
十
代
の
句

が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
あ
と
が
き
で
作

者
は
「
滋
味
ふ
か
き
老
い
」
を
詠
み
た
い
、

と
記
し
て
い
る
。」（
同
氏
）
と
鑑
賞
し
ま
す
。

木
枯
を
通
し
て
み
る
江
東
区
の
風
景

　

昭
和
21
年
（
１
９
４
６
）
11
月
頃
、
木
枯

は
仕
事
で
木
場
を
訪
れ
た
際
に
、
憧
れ
の
俳

人
の
一
人
だ
っ
た
砂
町
在
住
時
代
の
石
田
波は

郷き
ょ
うを

訪
ね
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
空
襲
で
焼
け

野
原
の
中
に
所
々
バ
ラ
ッ
ク
が
建
っ
て
い
る
、

と
い
う
風
景
を
見
た
と
証
言
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
木
枯
は
「
深
川
は
私
の
ホ
ー
ム
グ

ラ
ウ
ン
ド
」
と
い
い
、
よ
く
俳
人
仲
間
や
家

族
と
深
川
の
飲
食
店
を
訪
れ
ま
し
た
。
三み

つ

橋は
し

敏と
し

雄お

・
鈴
木
六む

林り

男お

・
佐
藤
鬼お

に

房ふ
さ

・
松
崎
豊

な
ど
と
夜
半
ま
で
深
川
で
遊
ん
だ
と
い
い
、

鰻
の
宮み

や

川が
わ

を
は
じ
め
、
森
下
の
桜
鍋
の
み
の

家や

、
高
橋
の
泥ど

じ
ょ
う鰌
屋
伊い

せ
喜き

、
門
前
仲
町
の

洋
食
屋
中な

か

じ
満ま

な
ど
が
お
気
に
入
り
で
し
た
。

　

戦
後
、
後
進
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
俳

人
・
八
田
木
枯
は
江
東
区
に
も
そ
の
足
跡
を

残
し
て
い
ま
す
。

参
考
文
献

八
田
木
枯
『
生
誕
百
年 

八
田
木
枯

戦
中
戦
後
私
史
』
２
０
２
５
、
晩
紅
発
行
所

藺
草
慶
子
「
芭
蕉
記
念
館
前
期
企
画
展

展
示
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
」
２
０
２
６

鳥
居
真
里
子
・
藺
草
慶
子
・
西
村
麒
麟

「
芭
蕉
記
念
館
ト
ー
ク
シ
ョ
ー　

江
東
区
ゆ
か

り
の
俳
人
・
八
田
木
枯
」
レ
ジ
メ
、
２
０
２
６

【
施
設
利
用
案
内
】

所
在
地
：
常
盤
1
―
6
―
3

問
い
合
わ
せ
：
０
３
（
３
６
３
１
）
１
４
４
８

　
　
　
　
　
（
芭
蕉
記
念
館　

斉
藤
照
徳
）

写
真
１　

八
田
木
枯
句
短
冊（
個
人
蔵
）

写
真
２　

八
田
木
枯
句
色
紙

八田木枯肖像写真（個人蔵）

深
川
を
愛
し
た
俳
人
･
八は

っ

た田
木こ

が
ら
し枯

芭
蕉
記
念
館
企
画
展
で
の
新
た
な
出
会
い
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国
登
録
有
形
文
化
財
の
活
用

国
登
録
有
形
文
化
財
の
活
用

深
川
東
京
モ
ダ
ン
館

深
川
東
京
モ
ダ
ン
館
のの
事
例
事
例

　

平
成
８
年
（
１
９
９
６
）
10
月
１
日
、
文

化
財
保
護
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
社
会
の
在
り
方
が
大
き
く
変
化
し

続
け
る
中
で
、
多
種
多
様
な
建
造
物
を
後
世

に
伝
え
る
べ
く
、
緩
や
か
な
保
護
を
前
提
と

し
た
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
の

が
、
国
登
録
有
形
文
化
財
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
今
年
で
導
入
30
年
を
迎
え
、

現
在
全
国
各
地
に
１
４
，
８
８
４
件
の
登
録

有
形
文
化
財
が
存
在
し
て
い
ま
す
（
令
和
８

年
〈
２
０
２
６
〉
７
月
９
日
現
在
）。
江
東
区

内
に
は
、
６
件
が
所
在
し
て
お
り
、
そ
の
一

つ
「
旧
東
京
市
深
川
食
堂
」
を
活
用
す
る
た

め
、
平
成
21
年
（
２
０
０
９
）
に
開
館
し
た

の
が
深
川
東
京
モ
ダ
ン
館
で
す
。

　

こ
の
建
物
は
、
昭
和
７
年
（
１
９
３
２
）

４
月
に
食
堂
と
し
て
開
業
し
た
後
、
内
職
補

導
所
、
福
祉
作
業
所
と
用
途
が
変
更
さ
れ
、

現
在
は
江
東
区
の
文
化
・
観
光
施
設
と
な

り
ま
し
た
。
開
館
当
初
は
、
深
川
観
光
協
会

に
よ
っ
て
管
理
･
運
営
が
行
わ
れ
、
平
成
31

年
（
２
０
１
９
）
一
般
社
団
法
人
江
東
区
観

光
協
会
へ
管
理
･
運
営
が
引
き
継
が
れ
ま
し

た
。
１
階
の
嗜し

好こ
う

品
食
堂
室
で
あ
っ
た
空
間

は
、
ま
ち
あ
る
き
案
内
所
で
あ
り
江
東
区
文

化
観
光
ガ
イ
ド
が
午
前
11
時
と
午
後
２
時
に

館
周
辺
の
ス
ポ
ッ
ト
ガ
イ
ド
を
行
い
、
あ
わ

せ
て
江
東
区
内
の
文
化
･
観
光
情
報
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
２
階
は
定
食
堂

室
で
あ
っ
た
空
間
が
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
、
従

業
員
控
室
の
一
部
は
会
議
室
と
な
り
、
貸
館

や
館
事
業
を
行
う
空
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

モ
ダ
ン
館
は
、
博
物
館
や
図
書
館
で
も
な

く
、
博
物
館
法
や
図
書
館
法
と
い
っ
た
法
律

に
基
づ
く
施
設
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
た
が

っ
て
、
自
由
度
が
高
い
部
分
が
あ
る
も
の
の
、

「
旧
東
京
市
深
川
食
堂
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
う

ま
く
伝
え
る
こ
と
を
重
要
視
し
て
い
ま
す
。

２
階
に
は
Ｉ
Ｈ
コ
ン
ロ
を
装
備
し
た
カ
ウ
ン

タ
ー
キ
ッ
チ
ン
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
月
１
～
２
回
ほ
ど
学
校
栄
養
職
員
や
調

理
に
従
事
し
て
い
た
人
た
ち
に
よ
る
ラ
ン
チ

営
業
や
、
深
川
め
し
振
興
協
議
会
と
の
共
催

で
東
京
の
郷
土
料
理
「
深
川
め
し
」
を
理
解

し
て
も
ら
う
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
開
館
当
初
か
ら
深
川
在
住
の
三さ

ん

遊ゆ
う

亭て
い

圓え
ん

橘き
つ

師
匠
が
落
語
会
「
圓
橘
の
会
」
を

行
い
、
そ
の
後
、
講
談
師
の
神
田
陽よ

う

子こ

・
紫

む
ら
さ
き

両
先
生
ら
に
よ
る
モ
ダ
ン
講
談
会
を
年
４
回

開
催
し
て
か
ら
、
館
事
業
や
貸
館
な
ど
で
落

語
会
や
講
談
会
が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
か
つ
て
江
東
区
内
に
は
仙
台
藩
蔵く

ら

屋や

敷し
き

が
あ
っ
た
と
い
う
接
点
か
ら
、
宮
城
県

仙
台
市
太た

い

白は
く

区
秋あ

き

保う

町
を
拠
点
と
す
る
手
し

ご
と
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｕ
と
の
共
催
イ
ベ
ン
ト
、
福
祉

作
業
所
の
来
歴
を
持
つ
建
物
の
歴
史
に
ち
な

ん
だ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
大
阪
府
東
大
阪
市

の
障
が
い
者
生
活
介
護
事
業
を
行
う
ア
ト
リ

エ
ラ
イ
プ
ハ
ウ
ス
所
属
の
作
家
に
よ
る
美
術

展
な
ど
も
開
催
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
近

代
の
歴
史
的
建
造
物
で
あ
る
展
示
空
間
を
活

か
し
て
、
歴
史
講
座
や
江
東
区
の
近
現
代
史

に
ち
な
ん
だ
企
画
展
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
（
２
０
１
３
）
４
月
に
は
、
深

川
門
前
仲
町
地
区
が
江
東
区
の
景
観
重
点
地

域
に
指
定
さ
れ
、区
民
形
成
団
体
で
あ
る
「
深

川
門
前
仲
町
景
観
ま
ち
づ
く
り
の
会
」
が
立

ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
江
東
区
富
岡

管
内
に
所
属
す
る
20
町
会
を
は
じ
め
、
富
岡

八
幡
宮
や
深
川
不
動
堂
、
東
京
海
洋
大
学
な

ど
が
参
加
し
、
当
該
地
域
の
景
観
な
ど
に
関

連
す
る
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
当

館
も
そ
の
団
体
に
加
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
、
こ
の
館
を
よ
り
多
く
の
人
に
知
っ
て
も

ら
う
た
め
館
周
辺
の
地
域
に
働
き
か
け
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
か
ら
で
す
。
深

川
東
京
モ
ダ
ン
館
と
い
う
「
場
」
を
も
と
に

し
て
、地
道
に
地
域
内
外
の
「
ひ
と
」
や
「
も

の
」
を
つ
な
い
で
い
く
こ
と
こ
そ
、
文
化
財

「
旧
東
京
市
深
川
食
堂
」
を
よ
り
良
い
形
で

後
世
に
引
き
継
い
で
い
く
「
カ
ギ
」
と
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

【
施
設
利
用
案
内
】

所
在
地
：
門
前
仲
町
1
―
19
―
15

問
い
合
わ
せ
：
０
３
（
５
６
３
９
）
１
７
７
６

（
深
川
東
京
モ
ダ
ン
館
管
理
事
務
所
副
所
長

　

龍
澤 

潤
）

保存ゾーンの階段　床面には六角形の
モザイクタイルがはめられている
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以
降
、
現
在
ま
で
、
全
体
像
の
解か

い

明め
い

（
含
翻ほ

ん

刻こ
く

・
史
料
解か

い

釈し
ゃ
く）

は
進
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

江
東
区
で
は
、
震
災
（
１
９
２
３
）・
戦

災
（
１
９
４
４
〜
４
５
）
等
に
よ
り
、
特
に

紙か
み

史
料
が
失
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
疎そ

開か
い

史
料

を
含
む
区
外
史
料
の
発は

っ

掘く
つ

・
収
集
に
力
を
入

れ
て
き
ま
し
た
。
亀
戸
香
取
神
社
に
つ
き
ま

し
て
も
、
江
戸
期
の
地ち

誌し

や
随ず

い
ひ
つ筆

な
ど
で
知

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
神
社
の
実
態
や
地
域
と

の
関
わ
り
な
ど
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多

く
あ
り
ま
す
。
本
史
料
群
は
、
日
本
橋
の

小し
ょ
う

祠し

谷た
に

坊ふ
さ

稲い
な

荷り

大だ
い

明み
ょ
う

神じ
ん

の
社し

ゃ

人に
ん

（
近
世
神

社
の
神し

ん

職し
ょ
くの
内
、
実
際
の
祭さ

い

祀し

な
ど
を
行

う
。
神か

ん

主ぬ
し

〈
宮ぐ

う

司じ

〉
と
は
異こ

と

な
る
存
在
）
摂せ

つ

原は
ら

隼は
や

人と

（
後
、
香
取
備び

ん

後ご

と
名
を
改あ

ら
た

め
同
社

の
神
主
と
な
る
）
が
、
同
町
商
人
美み

濃の

屋や

正
し
ょ
う

助す
け

（
美
濃
屋
薬や

く

房ぼ
う

、
現
エ
ス
エ
ス
製せ

い

薬や
く

）
と

と
も
に
霊
源
寺
が
も
つ
金
毘
羅
尊
像
の
写う

つ
し

を

「
亀
戸
香
取
太
神
宮
」
に
祀
っ
て
開
帳
を
行

う
ま
で
の
過か

程て
い

が
詳く

わ

し
く
記し

る

さ
れ
た
も
の
で

す
。
な
お
、
本
像
は
霊れ

い

元げ
ん

天
皇
の
典

な
い
し
の

侍す
け

で
東

ひ
が
し

山や
ま

天
皇
生せ

い

母ぼ

で
あ
る
敬け

い

法ほ
う

門も
ん

院い
ん

（
松ま

つ
の
き木
宗む

ね

子こ

〈
１
６
５
８
～
１
７
３
２
〉）
が
崇す

う

拝は
い

し
た
も

の
で
、
後
に
同
寺
に
寄き

進し
ん

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
本
史
料
群
の
翻
刻
を
進
め
る
中
で

内
容
を
検け

ん

討と
う

し
て
参
り
ま
す
。

　

な
お
、
本
調
査
で
は
京
都
市
歴
史
資
料
館

主
任
歴
史
調
査
員 

松
中
博
氏
、
同
歴
史
調
査

員 

吉
住
恭
子
氏
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

重
ね
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
９
年
度
（
１
９
９
７
）
調ち

ょ
う
さ査

か
ら
28

年
の
歳さ

い

月げ
つ

を
経へ

て
、
団
員
18
名
に
よ
る
民
俗

調
査
（
話わ

者し
ゃ

へ
の
聞き

き
書が

き
）
が
深
川
北
部

（
清
澄
、常
盤
、新
大
橋
、森
下
、平
野
、白
河
、

三
好
、
高
橋
、
千
石
、
石
島
、
千
田
、
海
辺
、

扇
橋
、
猿
江
、
住
吉
、
毛
利
）
を
対
象
に
実じ

っ

施し

さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
本
区
の
調
査
の
特と

く

徴ち
ょ
うは

、
区
民
自
ら
が
区
民
に
話
を
聞
く
こ
と

に
あ
り
、
調
査
を
通
じ
て
区
民
間
の
交
流
が

生
ま
れ
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
形け

い

成せ
い

が
促そ

く

進し
ん

さ
れ
る
効
果
が
期き

待た
い

さ
れ
ま
す
。

　

本
調
査
で
は
、
高こ

う

度ど

経け
い

済ざ
い

成せ
い

長ち
ょ
う

期き

に
幼よ

う

年ね
ん

・
青せ

い

年ね
ん

期き

を
過す

ご
し
た
話
者
の
話
の
ほ
か

父
母
・
祖
父
母
な
ど
か
ら
聞
い
た
話
な
ど
も

採さ
い

取し
ゅ

さ
れ
ま
し
た
。
江
戸
時
代
、
早
く
か
ら

町ま
ち

場ば

化か

し
た
深
川
地
域
は
、
人
々
の
移
動
・

交
流
が
著

い
ち
じ
るし

く
、
明
治
時
代
以
降
も
都
市
化

に
よ
り
同
様
の
傾け

い

向こ
う

が
見
ら
れ
ま
し
た
。
現

代
に
お
い
て
も
、
土
地
の
開
発
や
集
合
住
宅

の
建
設
や
世せ

代だ
い

交こ
う

代た
い

等
に
よ
り
、
新
旧
住
民

が
入
れ
替か

わ
っ
た
り
、
混こ

ん

在ざ
い

し
た
り
し
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
中
で
消

し
ょ
う

滅め
つ

し
た
民
俗
も
あ

り
ま
す
が
、
新
た
な
行
事
や
慣か

ん

習し
ゅ
うも

生し
ょ
う

じ
て

い
ま
す
。
日
常
に
あ
る
民
俗
は
、
日
常
に
あ

る
が
ゆ
え
に
見
過
ご
し
が
ち
で
、
時
代
や
生

活
の
変
化
等
に
よ
り
急
速
に
消

し
ょ
う

滅め
つ

す
る
こ
と

が
こ
れ
ま
で
の
歴
史
か
ら
明
ら
か
で
す
。
ま

た
、
日
常
的
な
も
の
は
特
別
と
感
じ
る
こ
と

が
少
な
い
た
め
「
記
録
」
さ
れ
る
こ
と
も
稀ま

れ

　

令
和
８
年
２
月
24
日
か
ら
25
日
に
か
け
て
、

文ぶ
ん

化か
　
ざ
い財

専せ
ん

門も
ん

員い
ん

２
名
に
て
区く

が
い
し
り
ょ
う
ち
ょ
う
さ

外
史
料
調
査

を
行
い
、
京
都
市
歴
史
資
料
館
（
上か

み
ぎ
ょ
う
く

京
区
松ま

つ

蔭か
げ

町ち
ょ
う。

以
下
、
同
館
）
を
訪
れ
て
亀
戸
香
取

神
社
（
亀
戸
３
）
に
関か

ん

す
る
史
料
群ぐ

ん

を
収

し
ゅ
う
し
ゅ
う集

し
ま
し
た
。
史
料
は
「
江え

ど戸
亀か

め

戸い
ど

香か
と
り取

社し
ゃ
な
い内

金こ
ん

毘ぴ

羅ら

大だ
い

権ご
ん

現げ
ん

開か
い

帳ち
ょ
う

一い
っ

件け
ん

記き

録ろ
く

」
と
題だ

い

す

る
簿ぼ

冊さ
つ

（
２
冊
・
１
６
９
枚
）
と
「
奉

ね
が
い
た
て
ま
つ
る願

口こ
う
じ
ょ
う
が
き

上
書
」
を
は
じ
め
と
す
る
書

し
ょ
じ
ょ
う状
16
点
、
合

計
17
点
か
ら

な
り
ま
す
。

な
お
、
原げ

ん

史

料
は
京
都
の

霊れ
い

源げ
ん

寺じ

（
北

区
西に

し

賀が

も茂
北き

た

今い
ま

原は
ら

町ち
ょ
う）

が

所し
ょ
ぞ
う蔵

し
て
お

り
、
同
館
で
は
写
真
撮さ

つ
え
い影
さ
れ
た
も
の
を
複ふ

く

写し
ゃ

保ほ

管か
ん

し
て
い
ま
す
。
本
調
査
で
は
、
こ
ち

ら
を
複
写
収
集
し
ま
し
た
。

　

同
館
歴
史
調
査
員
吉
住
恭
子
氏
に
よ
る
と
、

本ほ
ん

史
料
群
は
「
霊
源
寺
文も

ん

書じ
ょ

」
の
中
に
含ふ

く

ま

れ
て
お
り
、『
京
都
市
史
』
を
作さ

く

成せ
い

す
る
際さ

い

に
収
集
さ
れ
た
も
の
で
す
。
な
お
、
本
史
料

の
存
在
は
、
既
に
井
上
智
勝
氏
に
よ
り
触ふ

れ

ら
れ
て
い
ま
す
が
（
同
「
神し

ん

道と
う

者し
ゃ

へ
の
道
、

神
道
者
か
ら
の
道
」『
身み

分ぶ
ん

的て
き

周し
ゅ
う

縁え
ん

を
考
え

る
（
身
分
的
周
縁
と
近
世
社
会
） 

民
間
に
生

き
る
宗
教
者
』
吉
川
弘
文
館
、２
０
０
８
年
）、

で
す
。
で
す
か
ら
、
意
識
的
に
記
録
し
て
い

く
こ
と
が
大
事
な
の
で
す
。
毎
日
通
る
道
で

も
、
ふ
と
立
ち
止
ま
る
と
周し

ゅ
う
い囲

の
環
境
が
変

わ
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
読
者
の
皆

さ
ん
も
ご
経
験
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
気
付
い
た
ら
、
以
前
あ
っ
た
お
店
が

無
く
な
り
大
き
な
ビ
ル
に
な
っ
て
い
る
と
い

う
よ
う
に
。
50
年
も
経た

て
ば
、
世
代
交
代
等

に
よ
り
人
々
の
記
憶
も
町
の
記
憶
も
徐じ

ょ

々じ
ょ

に

失
わ
れ
、
１
０
０
年
も
す
れ
ば
消
滅
す
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
本
調
査
の
結
果
は
、
江

東
区
の
歴
史
・
民
俗
の
記
録
と
し
て
報
告
書

に
ま
と
め
後こ

う

世せ
い

に
残
し
て
参
り
ま
す
。
区
内

図
書
館
に
配は

い

架か

予
定
で
す
の
で
ご
覧ら

ん

い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
　
　
　
（
文
化
財
専
門
員　

大
関
直
人
）
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７
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区
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史
料
調
査
報
告

令
和
７
年
度　

区
外
史
料
調
査
報
告

令
和
７
年
度　

深
川
北
部
民
俗
調
査
報
告

令
和
７
年
度　

深
川
北
部
民
俗
調
査
報
告

お
詫
び
と
訂
正　

本
紙
№
３
１
２　

７
頁
の
表
内
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

宗
派　

光
明
寺　

誤
：
真
言
宗　

正
：
天
台
宗

　
　
　

龍
光
寺　

誤
：
天
台
宗　

正
：
真
言
宗

「香取太神宮」（『江戸名所図会』、
国立国会図書館デジタルコレクション）


